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１年生
その１
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もっていくもの、
自

じ

分
ぶ ん

で用
よ う

いしていますか 

　げんかんでぬいだくつは、むきをそろえましょう。そのくつは、元
もと

のところへおきましょう。ランドセル、おもかったですか。
　おもいものはすぐにおろしたいね。でも、自

じ
分
ぶん

のつくえまでもって
いこう。がんばれ、おもいけどもうすぐです。
  自

じ
分
ぶん

のつくえについたら、ランドセルは、自
じ

分
ぶん

がきめたところにお
きましょう。
　先

せんせい
生からおうちの人

ひと
におたよりはありませんか。大

だい
じなおたより

は、すぐに読
よ

んでもらいましょう。
　きゅう食

しょく
セット、お家

うち
の人

ひと
にわたしましょう。そして、よごれたハ

ンカチをあらってもらいましょう。
　しゅくだいをする時

とき
には、えんぴつのしんはおれていないか、けし

ゴムがわれていないか、しらべましよう。
　これで明

あ し た
日の用

よう
いもできました。

　これであなたはりっぱな１年
ねんせい

生です。
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てがこん

今回は学校に持っていく自分の
持ち物についてです。小学校

の１年生では毎日教科が変わり、違
う教科書を持っていくということは
まずありません。国語・算数はほぼ
毎日ですからね。それよりも大切な
ことは身の回りの小物について親が
心を配る、ということです。
　たとえば鉛筆が折れているのをそ
のままにしておいたり、ノートの残
りページがないことに気が付かな
かったり、給食用のナプキンやコッ
プを洗わずに持っていかせたり、と
いうことがないようにしたいもので
す。これらは、親として子どもに接

する基本でもありますから、家の人
が心を行き届かせてカバーしてあげ
たいですね。
　その上で、子どもの「整理整頓」
能力を開発してあげるといいです
ね。
　１年生での忘れ物は身の回りの小
物が圧倒的に多いのです。身の回り
の小物についてはご家庭のしつけの
範囲と考えましょう。
　家庭生活の流れの中で、子どもが
自分で用意したくなるリズムと環境
を作ってみると、忘れ物が自然と
減ってくるはずです。その喜びを親
子で体験してみませんか。

子どもの自立心を育てる

998
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おこされておきる。自
じ

分
ぶ ん

でおきる。
どっちかな

１年生
その２

10

　朝
あさ

は気
き

もちよくおきていますか？　目
め

ざまし時
ど

計
けい

が鳴
な

っても、家
か

ぞ
くの人

ひと
がおこしに来

き
てもすぐおきない子

こ
。みんなの中

なか
にもひょっとし

たらいるかな？
　朝

あさ
おきがにが手

て
な子

こ
は、朝

あさ
のしたくもぐずぐずして、ちこくしそう

だから朝
あさ

ごはん食
た

べるのやめたってことになるよね。
　朝

あさ
、しっかりごはんを食

た
べて学校へ行

い
くと、頭

あたま
がよくはたらくんだ

よ。元
げん

気
き

いっぱいに体
からだ

もうごかせるんだ。
　目

め
ざまし時

ど
計
けい

よりも、家
か

ぞくの人
ひと

の声
こえ

よりも、自
じ

分
ぶん

でおきられる方
ほう

がいいよね。
　それからね、夜

よる
ねる時

とき
に、かみさまにおねがいしておくと、朝

あさ
パッ

とおきられるよ。きみもやってみてごらん。気
き

もちいいよ。
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